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業績予想の修正および特別損失計上に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年８月 11 日に公表した業績予想を下記の通り修正するとと 

もに、特別損失を計上することになりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 27 年６月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26 年７月１日～平成 26 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

10,548

百万円

473

百万円

490

百万円 

176 

円 銭

28.47

今回修正予想（Ｂ） 11,185 678 788 343 55.47

増 減 額（Ｂ－Ａ） 637 205 298 167  

増減率％ 6.0 43.5 60.8 94.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年６月期第２四半期） 
9,321 408 470 92 14.91

 

２． 平成 27 年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年７月１日～平成 27 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

21,000

百万円

925

百万円

954

百万円 

362 

円 銭

58.57

今回修正予想（Ｂ） 22,042 1,093 1,220 462 74.72

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,042 168 265 100  

増減率％ 5.0 18.2 27.8 27.6  

（ご参考）前期実績 

（平成 26 年６月期） 
19,453 797 910 243 39.39



３．修正の理由 

 （連結業績予想） 

  スマートフォンやタブレットＰＣ向けの高需要を背景に、民生向けコネクタ用部品および 

金型が好調に推移していることに加え、自動車電装向け部品、各種自動機、医療器具も堅調 

に推移していることから売上高、営業利益は予想を上回る見通しとなりました。 

また、経常利益、当期純利益につきましては、上記に加え、海外子会社への貸付金に対する

為替差益の増加もあり予想を上回る見通しとなりましたので、平成 27 年６月期第２四半期累

計期間および通期の業績予想を修正いたします。 

 

 

４．特別損失の内容 

   

関係会社株式評価損（個別） 

 

 平成 27 年６月期第２四半期累計期間において、海外子会社である鈴木東新電子（中山） 

有限公司は、商品構成再構築の過渡期にあることや、円安による新規引合いの減少などが重なり 

業績が低迷したことから、当社が保有する同社株式について、１億４千４百万円の関係会社株式 

評価損を特別損失に計上することになりました。 

なお、当該特別損失は連結決算においては内部消去されるため連結損益への影響はありません。 

 

 

＊業績予想の適切な利用に関する説明 

 上記に記載した業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際 

の業績は、今後発生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


